
８2023年（令和5年）8月15日（火曜日）（第三種郵便物認可）
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第1343号

釧路商工会議所

釧路市大町1丁目1番1

電話代表41－4141

編集兼発行人

　　　　　川村　修一

　　印刷　釧路新聞社

　
当
所
中
小
企
業
委
員
会
（
福
田
紀
幸
委
員
長
）
が
担
当
す
る
議
員
例
会
を
１
日
（
火
）

正
午
よ
り
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開
催
し
、
社
労
士
オ
フ
ィ
ス
オ
リ
オ
ン
の
長
田

高
幸
代
表
を
講
師
に
『
外
国
人
労
働
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
』

と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水電解装置について説明を

受ける部会役員

１日に行われた議員例会

植栽を行なう女性会メンバー

吉田副市長（左）に要望書を手渡す

坂野部会長

　
『
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補

助
金
』
は
、
持
続
的
な
経
営
に

向
け
た
経
営
計
画
に
基
づ
く
販

路
開
拓
な
ど
の
取
組
や
そ
の
取

組
と
併
せ
て
行
う
業
務
効
率
化

（
生
産
性
向
上
）
を
支
援
す
る

た
め
、
そ
れ
に
要
す
る
経
費
の

一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

　
補
助
金
は
通
常
枠
が

万

円
、
賃
金
引
上
げ
枠
・
卒
業
枠

・
後
継
者
支
援
枠
・
創
業
枠
は

そ
れ
ぞ
れ
２
０
０
万
円
が
上
限

で
、
補
助
率
は
⅔
（
一
部
英
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
補
助
金
は
採
択
制
で
、
申

請
に
必
要
な
事
業
支
援
計
画
書

発
行
の
受
付
は

日
（
木
）
、

公
募
は
９
月
７
日
（
木
）
ま
で
。

必
要
書
類
の
準
備
に
時
間
を
要

し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
当
所

地
域
振
興
部
０
１
５
４
（

）

４
１
４
３
に
ご
相
談
下
さ
い
。

持
続
化
補
助
金
第

回

公
募
９
月
７
日
ま
で
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冒
頭
、
福
田
委
員
長
が
「
釧

路
地
域
に
お
い
て
も
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
外

国
人
の
雇
用
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
と
な
れ
ば
」
と
あ
い
さ
つ

し
、
講
演
へ
移
っ
た
。

　
講
演
で
長
田
氏
は
、
釧
路
管

内
で
外
国
人
を
雇
用
す
る
事
業

所
が
８
年
前
と
比
べ
約
２
・
５

倍
に
増
え
、
そ
の
大
半
が
〝
技

能
実
習
〞
や
〝
特
定
技
能
〞
の

在
留
資
格
制
度
を
利
用
し
て
い

る
と
話
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度

の
特
徴
な
ど
を
解
説
し
た
。

　
は
じ
め
に
技
能
実
習
の
特
徴

に
つ
い
て
、
同
制
度
は
発
展
途

上
国
の
人
材
育
成
を
目
的
と
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
受
入
人
数

の
上
限
や
実
習
計
画
に
基
づ
い

た
作
業
以
外
は
で
き
な
い
と
い

っ
た
制
約
が
あ
る
一
方
、
最
初

の
３
年
間
は
原
則
会
社
を
変
え

る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
企

業
側
と
し
て
は
最
低
で
も
３
年

間
の
労
働
力
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
を

話
し
た
。

　
続
い
て
特
定
技
能
に
つ
い
て

は
、
人
手
不
足
解
消
を
目
的
と

し
た
技
能
実
習
の
上
位
在
留
資

格
制
度
で
、
多
く
が
技
能
実
習

の
修
了
者
や
留
学
生
で
あ
る
こ

と
か
ら
即
戦
力
と
な
る
が
、
企

業
側
は
労
働
者
に
対
し
生
活
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
支

援
を
行
う
必
要
が
あ
る
ほ
か
、

企
業
と
労
働
者
の
直
接
雇
用
が

原
則
の
た
め
、
転
職
す
る
リ
ス

ク
が
あ
る
と
説
明
し
た
。

　
ま
た
在
留
資
格
制
度
の
今
後

に
つ
い
て
、
現
行
の
技
能
実
習

制
度
を
廃
止
し
人
材
確
保
・
育

成
を
目
的
と
す
る
新
制
度
の
創

設
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
説
明

し
「
最
終
的
に
永
住
権
の
取
得

に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
外
国
人
を
雇
う
場
合

は
長
期
的
な
視
野
を
持
つ
必
要

が
あ
る
」
と
私
見
を
述
べ
た
。

　
さ
ら
に
、
外
国
人
労
働
者
に

釧
路
へ
来
て
定
着
し
て
も
ら
う

に
は
「
外
国
人
を
受
け
入
れ
る

風
土
づ
く
り
や
地
域
の
魅
力
Ｐ

Ｒ
、
日
本
語
の
勉
強
会
や
イ
ベ

ン
ト
参
加
な
ど
、
地
域
を
あ
げ

た
取
り
組
み
が
大
事
」
と
助
言
。

　
最
後
に
「
外
国
人
労
働
者
の

雇
用
は
、
目
先
の
人
件
費
等
で

は
な
く
育
て
る
コ
ス
ト
の
必
要

性
を
理
解
し
、
長
期
的
な
計
画

で
検
討
を
」
と
強
調
し
た
。

　
当
所
工
礦
業
部
会
（
島
本
幸

一
部
会
長
）
で
は
、
今
年
度
の

重
点
項
目
に
『
釧
路
地
域
水
素

エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
会
に
お
け
る

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
推

進
』
を
掲
げ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環

境
の
現
状
や
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た

め
、
北
海
道
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
㈱
釧
路
支
店
の
協
力
の
も

と
、
７
月

日
（
水
）
、

日

（
木
）
の
２
日
間
で
苫
小
牧
市

内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
の
視
察

研
修
会
を
実
施
し
た
。

　
視
察
に
は
部
会
役
員
ら

人

が
参
加
し
、
苫
東
厚
真
発
電
所

と
水
素
製
造
施
設
、
南
早
来
変

電
所
を
見
学
し
た
。

　
水
素
製
造
施
設
で
は
、
担
当

者
よ
り
施
設
に
つ
い
て
説
明
が

行
わ
れ
「
水
電
解
装
置
は
電
解

槽
で
純
水
を
電
気
分
解
し
高
純

度
の
水
素
を
製
造
す
る
寒
冷
地

に
対
応
し
た
道
内
最
大
の
装

置
。
北
海
道
に
お
け
る
水
素
供

給
体
制
の
整
備
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
」
と
述
べ

「
水
素
は
様
々
な
用
途
が
見
込

ま
れ
る
脱
炭
素
の
キ
ー
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
で
あ
り
、
発
電
用
燃
料

と
し
て
火
力
発
電
所
の
脱
炭
素

化
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
ほ

か
、
産
業
部
門
へ
の
導
入
に
期

待
し
て
い
る
」
と
解
説
し
た
。

　
今
後
も
当
部
会
で
は
釧
路
地

域
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
会
と

と
も
に
当
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
在
り
方
や
可
能
性
に
つ
い
て

研
修
会
を
通
じ
て
理
解
を
深

め
、
水
素
の
利
活
用
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
る
。

　
当
所
建
設
部
会
（
坂
野
賀
孝

部
会
長
）
で
は
、
８
日
（
火
）

午
後
２
時

分
よ
り
釧
路
市
役

所
で
要
望
会
を
実
施
し
、
坂
野

部
会
長
よ
り
釧
路
市
吉
田
英
樹

副
市
長
と
釧
路
市
議
会
畑
中
優

周
議
長
へ
要
望
書
を
手
交
し
、

業
界
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
や

公
共
事
業
の
確
保
と
発
注
を
求

め
た
。

　
本
要
望
は
、
社
会
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
や
除
雪
作
業
に
よ
る
市

民
生
活
の
回
復
、
災
害
時
の
復

旧
・
支
援
活
動
な
ど
地
域
に
欠

か
せ
な
い
役
割
を
担
う
建
設
業

界
の
安
定
し
た
経
営
維
持
を
目

的
に
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
当
日
は
正
副
部
会
長
や
評

議
員
ら

人
が
参
加
。

　
要
望
会
で
は
、
濱
谷
美
津
男

副
部
会
長
よ
り
要
望
項
目
の
中

か
ら
〝
空
き
店
舗
・
空
き
ビ
ル

等
の
活
用
及
び
除
却
を
考
慮
し

た
対
策
〞
〝
除
雪
作
業
に
対
す

る
支
援
及
び
除
雪
用
大
型
重
機

の
貸
与
の
充
実
〞
〝
日
本
海
溝

千
島
海
溝
沿
い
の
地
震
に
対
す

る
公
共
施
設
の
耐
震
化
及
び
機

能
強
化
の
推
進
〞
な
ど
に
つ
い

て
、
業
界
の
現
状
を
踏
ま
え
、

説
明
を
行
っ
た
。

　
要
望
を
受
け
、
吉
田
副
市
長

は
「
空
き
ビ
ル
に
つ
い
て
所
有

者
へ
適
切
な
管
理
を
求
め
る
。

ま
た
国
や
道
へ
法
制
度
の
改
正

を
引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
」

と
述
べ
た
ほ
か
、
除
雪
作
業
に

つ
い
て
「
長
時
間
労
働
の
是
正

や
重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
除
雪
体
制
の

構
築
に
取
り
組
む
。
ま
た
事
業

者
へ
貸
与
す
る
大
型
重
機
の
確

保
に
努
め
る
」
と
回
答
し
た
。

　
ま
た
、
津
波
発
生
時
の
避
難

場
所
の
確
保
に
向
け
て
は
大
楽

毛
地
区
の
避
難
場
所
の
整
備
を

進
め
て
い
る
ほ
か
、
民
間
建
築

物
の
施
設
耐
震
化
に
向
け
て
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
普
及

啓
発
や
指
導
に
努
め
て
い
く
と

説
明
し
、
今
後
も
事
業
者
の
声

を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
と
述
べ
た
。

　
当
所
女
性
会
（
吉
田
敦
子
会

長
）
で
は
、
創
立

周
年
記
念

事
業
と
し
て
リ
バ
ー
サ
イ
ド
の

景
観
と
魅
力
ア
ッ
プ
を
目
的
に

『
釧
路
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
植
栽

事
業
〜
く
し
ろ
川
花
の
散
歩
道

〜
』
を
実
施
し
て
い
る
。

　
本
事
業
は
幣
舞
橋
か
ら
久
寿

里
橋
に
亘
る
釧
路
川
プ
ロ
ム
ナ

ー
ド
へ
の
植
栽
を
目
指
し
て
昨

年
度
よ
り
実
施
し
て
き
た
が
、

河
川
用
地
へ
の
植
栽
や
プ
ラ
ン

タ
ー
の
設
置
は
防
災
の
観
点
か

ら
課
題
が
あ
っ
た
た
め
、
行
政

の
理
解
の
も
と
、
方
策
な
ど
に

つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
き
た
。

　
そ
の
結
果
、
今
回
プ
ロ
ム
ナ

ー
ド
の
『
築
提
テ
ラ
ス
』
の
活

用
が
認
め
ら
れ
、
サ
ル
ビ
ア
の

花
の
植
栽
が
実
現
し

た
。

　
Ｅ
Ｇ
Ｇ
前
に
設
置

し
て
い
る
プ
ラ
ン
タ

ー
や
釧
路
芸
術
館
前

に
植
え
た
ア
ジ
サ
イ

に
加
え
て
、
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
の
築
提
テ
ラ

ス
の
サ
ル
ビ
ア
を
植

栽
し
た
こ
と
で
〝
花

の
散
歩
道
〞
を
形
づ

く
る
こ
と
が
で
き

た
。

　
吉
田
会
長
は
「
関
係
機
関
の

支
援
で
花
の
散
歩
道
が
実
現
で

き
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。

来
年
以
降
も
お
花
を
増
や
し
、

リ
バ
ー
サ
イ
ド
の
魅
力
ア
ッ
プ

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
た
。

　
釧
路
税
務
署
で
は
、
事
業
を

始
め
て
間
も
な
い
方
を
対
象
と

し
た
『
記
帳
開
始
説
明
会
』
を

９
月

日
（
月
）
〜

日
（
水
）

の
３
日
間
、
午
前

時
〜
午
後

３
時
ま
で
開
催
し
ま
す
。

　
お
申
し
込
み
は
９
月

日

（
金
）
ま
で
に
同
署
０
１
５
４

（

）
５
１
０
０
へ
。

　
な
お
、
事
業
所
得
と
不
動
産

所
得
で
時
間
帯
が
異
な
り
ま
す

の
で
詳
細
は
会
議
所
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

記
帳
開
始
説
明
会

の

お

知

ら

せ


